
現
在
の
手
取
雌
は
前
田
藩
政
の
初
め
頃
・
元
和
の
頃
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
蔦

上
流
で
『
川
落
と
し
』
と
呼
ば
れ
る
、
流
路
変
更
の
工
事
が
行
わ
れ
た
後
に
大
洪

水
が
起
こ
っ
て
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
下
流
の
「
熊
田
村
」
｜
が
一
挙
に
し
て
流
さ
れ
、

村
全
体
と
共
に
、
式
内
社
で
あ
っ
た
、
熊
田
神
社
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
伝
え

こ
れ
は
今
後
福
島
の
度
重
な
る
洪
水
禍
の
上
で
忘
れ
ら
れ
な
い
事
件
で
あ
っ
た
、

事
を
銘
記
す
べ
き
事
で
あ
る
。

わ
れ
て
い
る
。

下
の
図
は
手
取
川
の
流
路
変
遷
の
図
で
あ
る
言
。

白
山
か
ら
の
豊
か
な
水
に
加
え
、
伏
流
水
も
多
く
て
加
賀
平
野
を
豊
か
な
田

園
地
帯
に
し
て
く
れ
て
い
る
が
、
一
度
暴
れ
る
と
洪
水
を
起
こ
す
川
で
も
あ
っ
た
。

扇
中
央
線
を
見
て
戴
き
た
い
、
石
川
郡
と
言
う
名
の
通
り
、
洪
水
の
後
に
は
必

ず
大
量
の
砂
利
を
残
す
川
で
、
そ
の
時
代
ご
と
に
川
の
底
が
埋
め
ら
れ
、
所
謂

「
天
井
河
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

研
究
に
よ
れ
ば
、
ど
ん
ぽ
り
川
は
、
室
町
時
代
。
戦
国
時
代
や
鎌
倉
時
代
の
流

路
で
あ
っ
た
し
，
大
慶
寺
川
や
長
島
川
は
寧
ろ
平
安
時
代
の
流
路
で
あ
っ
た
と
言

ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
現

準
フ
に
な
っ
た
。

崎
・
大
島
。
小
島
。
鶴
が
島
・
高
麗
津
は
現
在
の
小
松
で
あ
る
。

粟
津
・
片
山
津
・
軽
海
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
く
ら
い
水
に
関
係
が
あ
る
。

現
在
の
手
取
脹
は
ｉ
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
の
南
限
に
位
置
し
て
い
る
よ

手取川流路変遷図
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f、（参考）①用水路と河川は明治後期のもの




